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目的
　　等速直線運動、等加速度運動する物体の運動を確認する。

原理
　運動する物体の位置d と時間t の関係式は次のように書ける。
                      (1)
ここで、は物体の初速度、aは加速度を示している。この物体の加速度がa=0の場合、式(1)は
                         (2)
と書け、この運動を等速直線運動と呼ぶ。また、物体の初速度がv0=0の場合、式(1)は
                        (3)
と書け、この運動を等加速度運動と呼ぶ。

実験方法
A. 実験装置
電子天秤　（エー・アンド・デイ、EK-410i）　分解能0.01 g
力学滑走台（島津理化、GB-200N）
ストップウォッチ（スマホの社名、スマホの型番を記入する）　分解能0.01 s

[bookmark: _GoBack]B. 実験方法
・滑走体の質量mを測定した。
・滑走体に初速度v0を与えて、滑走台上を運動させ、通過時刻を測定した。
・位置dと時間tの関係のグラフを作成し、その関係を検討した。
・滑走台に傾斜を与え、滑走体を初速度v0=0の状態から、滑走台上を運動させ、通過時刻を測定した。
・位置dの2乗根と時間tの関係のグラフを作成し、その関係を検討した。


実験結果


作成したグラフを張り付けるスペース


グラフを複数作成した際には、
グラフのスペースを増やしなさい
（蛍光黄色の文は削除する）


図1. 等速直線運動する滑走体の位置と時間の関係


グラフの特徴		？？グラフの形状を説明する？？

グラフの傾き　		？？求めた結果を記入？？ m/s
滑走体の初速度　	？？求めた結果を記入？？ m/s


作成したグラフを張り付けるスペース


グラフを複数作成した際には、
グラフのスペースを増やしなさい
（蛍光黄色の文は削除する）


図2. 等加速度運動する滑走体の位置の2乗根と時間の関係



グラフの特徴		？？グラフの形状を説明する？？

グラフの傾き　		？？求めた結果を記入？？ m1/2/s
滑走体の加速度		？？求めた結果を記入？？ m/s2
滑走体の質量　		？？求めた結果を記入？？ kg
作用した力　		？？求めた結果を記入？？ N
重力加速度の大きさ　	？？求めた結果を記入？？ m/s2

考察
・等速直線運動　
実験前の予想
？？原理の式などから予想した実験結果？？　
例：　初速度v0で等速直線運動する滑走体の位置は、式(2)のように書けるので、位置は時間に比例関係となる。

結果が予想と一致した点
？？実験結果で予想と一致した点を挙げる？？
例：　図1に、等速直線運動する滑走体の位置と時間の関係を示す。滑走体の位置は時間の増加に対して、傾き一定で増加する。

結果が予想と一致しなかった点
？？実験結果で予想と一致しなかった点を挙げる。その理由を考える？？
例：　図1に示したように、滑走体の位置は時間の増加に対して傾き一定で増加するが、原点を通らない。この特徴の理由は・・・

・等加速度運動　
実験前の予想
？？原理の式などから予想した実験結果？？

結果が予想と一致した点
？？実験結果で予想と一致した点を挙げる？？

結果が予想と一致しなかった点
？？実験結果で予想と一致しなかった点を挙げる。その理由を考える？？

5

